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本
書
は
、
一
九
世
紀
後
半
の
清
朝
を
対
象
と
し
て
、
こ
の
時
期
に
行
わ
れ

た
近
代
軍
事
工
業
建
設
の
成
果
と
限
界
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
時
代
が
中
国

の
近
代
軍
事
工
業
史
に
お
い
て
い
か
な
る
地
位
を
占
め
て
い
る
の
か
を
論
じ

て
い
る
。 

 

原
著
は
、“ The Arms of Kiangnan: Modernization in the Chinese 

Ordnance Industry, 1860-1895” 

の
書
名
で
一
九
七
八
年
に
出
版
さ
れ

た
。
著
者
は
、
日
清
戦
争
の
敗
北
が
清
朝
の
軍
事
工
業
失
敗
の
決
定
的
証
拠

と
理
解
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
、
様
々
な
問
題
を
含
み
つ
つ
も
兵
器
生

産
の
大
き
な
成
長
を
達
成
し
た
、
中
国
の
初
期
近
代
化
を
考
え
る
上
で
鍵
と

な
る
諸
課
題
を
有
す
る
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
と
す
る
。
本
書
は
、
洋

務
運
動
期
の
軍
事
工
業
近
代
化
に
対
す
る
評
価
が
低
か
っ
た
中
国
で
も
注
目

さ
れ
、
一
九
九
二
年
に
は
『
李
鴻
章
與
中
国
軍
事
工
業
近
代
化
』（
四
川
大
学

出
版
社
）
の
訳
名
で
翻
訳
出
版
さ
れ
て
い
る
。 

 

本
書
の
構
成
は
、
清
朝
に
お
け
る
近
代
軍
事
工
業
の
草
創
期
か
ら
日
清
戦

争
の
敗
北
に
至
る
三
五
年
間
を
時
系
列
順
に
追
う
形
を
と
っ
て
お
り
、
洋
務

運
動
期
の
近
代
軍
事
工
業
の
発
達
過
程
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
を
与
え
て
く

れ
る
。 

 

本
書
は
、
中
央
政
府
、
工
業
を
建
設
す
る
総
督
・
巡
撫
や
そ
の
他
の
地
方

官
僚
、
工
場
を
管
理
す
る
総
督
、
技
術
指
導
を
行
う
外
国
人
技
術
者
と
い
っ

た
軍
事
工
業
建
設
に
関
与
し
た
多
数
の
人
物
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、
彼
ら

が
軍
事
工
業
近
代
化
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
、
軍
事
工
業
化
の
方
針
に
関

す
る
政
策
決
定
過
程
に
つ
い
て
明
快
な
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
。 

 

そ
の
中
で
も
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
軍
事
工
業
建
設
に
お
け
る
李
鴻
章

の
果
た
し
た
役
割
で
あ
る
。
李
鴻
章
は
、
清
朝
に
お
け
る
軍
事
工
業
の
導
入

者
で
あ
る
曾
国
藩
の
後
継
者
と
し
て
、
上
海
、
南
京
、
天
津
に
お
け
る
軍
事

工
場
の
経
営
、
人
事
、
財
政
面
で
強
い
影
響
力
を
発
揮
し
、
各
工
場
で
の
軍

需
品
の
生
産
を
特
化
さ
せ
る
と
い
っ
た
調
整
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
様

に
な
る
。
こ
れ
は
、
清
朝
の
近
代
軍
事
工
業
導
入
が
、
中
央
政
府
主
導
で
は

な
く
内
乱
に
直
面
し
た
地
方
官
僚
主
導
に
よ
る
技
術
導
入
と
工
場
建
設
と
い

う
形
で
着
手
さ
れ
た
た
め
中
央
政
府
の
一
元
的
政
策
が
十
分
で
な
く
、
そ
れ

を
補
う
た
め
に
李
鴻
章
が
調
停
者
と
し
て
振
舞
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

時
期
の
軍
事
工
業
に
お
け
る
李
鴻
章
の
存
在
の
大
き
さ
は
、
本
書
の
中
国
語

訳
タ
イ
ト
ル
が
、『
李
鴻
章
與
中
国
軍
事
工
業
近
代
化
』
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。 

 

一
九
世
紀
後
半
は
、
産
業
化
を
背
景
に
軍
事
技
術
の
目
覚
ま
し
い
発
展
が

見
ら
れ
た
時
期
で
、
前
装
式
小
銃
か
ら
後
装
式
ラ
イ
フ
ル
小
銃
へ
の
移
行
、

弾
薬
や
火
薬
の
改
良
な
ど
様
々
な
変
化
が
生
じ
て
い
た
。
本
書
は
、
各
工
場

で
生
産
さ
れ
る
武
器
・
弾
薬
の
性
格
と
生
産
の
実
情
を
丹
念
に
描
写
す
る
こ

と
で
、
軍
事
工
業
に
携
わ
る
人
々
が
急
速
な
変
化
に
い
か
に
対
処
し
よ
う
と
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し
た
の
か
、
そ
の
達
成
点
と
問
題
点
と
を
含
め
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。 

 

本
書
は
洋
務
運
動
期
の
軍
事
工
業
史
を
考
察
す
る
上
で
は
欠
か
せ
な
い
著

作
で
あ
り
、
原
著
の
刊
行
か
ら
三
六
年
を
経
て
も
本
書
の
提
供
す
る
視
座
や

研
究
手
法
は
学
ぶ
べ
き
所
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
著
作
が
日
本
語
で
読
め
る

の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
鈴
木
昭
吾
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